
（別紙３）

～ R8年　2月　20日

（対象者数） 21 （回答者数） 19

～ R8年　2月　20日

（対象者数） 9 （回答者数） 9

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

スタッフミーティングで個々の特性や発達を共有すること

で、個々の理解を深める

2

保護者会で提案し、家庭での実践の推奨

3

スタッフミーティングで個々の特性や発達を共有すること

で、個々の理解を深める

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

天気の良い日は外に出て公園等で身体を動かせるように

配慮している

室内ではマットや滑り台を使って、活動に運動遊びを取り入

れている

2

3

お弁当

(個々に応じた食形態や量)

各家庭で用意した食事を、咀嚼・嚥下機能等を考慮して

食事介助をしている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

部屋の狭さ 賃貸物件による不都合

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

0歳児からの療育 個々に応じた身体の取り組み

感覚あそび

(五感を刺激する活動)

・マット運動

・ボールプール

・水遊び

・楽器遊び

○従業者評価実施期間
R8年　2月　2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　2月　27日

○事業所名 児童発達支援ひだまりっこピーチ

○保護者評価実施期間
R8年　2月　2日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表 公表 


